
令和４年平均 消費者物価指数（長崎市）の動向

長崎県県民生活環境部統計課

結果のポイント

消費者物価指数とは

消費者物価指数は世帯が購入する家計に係る財及びサービスの価格等を総合した物

価の平均的な変動を時系列的に測定する指数です。「経済の体温計」とも呼ばれてお

り、経済政策を的確に推進していく上で極めて重要な指標となっています。作成された

消費者物価指数は、年金や児童手当の給付見直しや、最低賃金・診療報酬の見直しの際

の基礎資料として、また、日本銀行の金融政策など官民を問わず幅広く利用されていま

す。

消費者物価指数は、小売物価統計調査で調べた小売価格を基にして作成されていま

す。この調査は総務省統計局から委託されて各都道府県が行っている調査で、1950 年

から統計法に基づいて実施されている基幹統計調査の１つです。

小売物価統計調査は、「価格調査」及び「家賃調査」に大別され、それぞれ次のとお

り調査しています。価格調査は、全国の 167 市町村から選定した約 28,000 の小売店舗

及び事業所から、約 500 品目の商品の価格又はサービス料金を調査しています。家賃

調査は、全国の 167 市町村から選定した約 7,000 事業所から、家賃の月額を調査して

います。

長崎県においても長崎市、佐世保市、平戸市において約 360 の店舗や事業所などか

ら価格を調査しています。

全国の消費者物価指数は、原則として毎月 19 日を含む週の金曜に総務省統計局のホ

ームページ上で公表されており、長崎市（県庁所在市）の結果についても全国の結果の

公表後に長崎県統計課のホームページ上で公表しています。

○長崎市の消費者物価総合指数（平均）は、平成 26 年以来の大幅な上昇率となった。

○上昇の主な要因は「食料」「光熱・水道」「住居」の上昇。

（ウクライナ情勢などによる原油価格の上昇や円安などが影響）

○10 大費目のうち、８費目が上昇、２費目が下落した。

特 集



（１）概況

令和４年（2022 年）の長崎市の消費者物価総合指数（平均）は、令和２年（2020 年）を

100 として 102.2 でした。

前年比 2.5％の上昇で、平成 26 年以来の大幅な上昇となりました。その主な要因は「食

料」4.5％、「光熱・水道」9.9％、「住居」2.1％、の上昇でした。ウクライナ情勢などに

よる原油価格の上昇や円安などが影響したことが要因です。

なお、全国の総合指数は 102.3 となり、前年比 2.5％の上昇となりました。

(図１、表１)

令和２年＝100

総合指数 前年比(％) 総合指数 前年比(％)
平成25年 93.1 0.2 94.9 0.4
 26年 95.4 2.5 97.5 2.7
 27年 96.4 1.1 98.2 0.8
 28年 96.6 0.2 98.1 △ 0.1
 29年 97.0 0.5 98.6 0.5
 30年 98.8 1.8 99.5 1.0

令和元年 99.5 0.8 100.0 0.5
２年 100.0 0.5 100.0 0.0
３年 99.8 △ 0.2 99.8 △ 0.2

４年 102.2 2.5 102.3 2.5

（注）上昇率は各基準年の公表値による

長崎市 全国
年平均

表１　 総合指数と変化率の推移
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図１ 総合指数と上昇率（変化率）の推移 （令和２年＝１００）

長崎市の消費者物価指数 全国の消費者物価指数

長崎市の対前年比上昇率 全国の対前年比上昇率



（２）令和４年 1 年間の動き

令和４年における総合指数の動きを前年同月比で見てみると、1 月から１２月まで上

昇を続け、特に４月以降は 2％超、８月以降は 3％超の大幅な上昇となりました。

（表２、図２）

令和２年＝１００

総合 食料 住居
光熱・
水道

家具・
家事用品

被服及
び履物

保健医療
交通・
通信

教育 教養娯楽 諸雑費

10000 2664 2275 766 386 340 478 1463 168 841 617

 1月 100.2 101.4 102.6 104.8 98.1 99.3 101.1 91.2 99.5 101.3 101.5

 2月 100.4 101.5 102.6 106.4 97.1 100.2 101.0 91.3 99.5 101.8 101.6

 3月 100.9 102.3 102.6 107.7 98.0 100.8 100.5 91.9 99.5 102.4 102.3

 4月 101.4 102.9 103.1 108.5 98.8 104.1 99.6 91.8 99.9 103.3 101.9

 5月 101.8 103.9 103.0 109.0 99.1 104.2 101.2 91.8 99.9 103.5 101.7

 6月 101.8 104.1 103.2 109.5 100.1 102.8 101.2 91.8 99.9 102.2 102.1

 7月 102.2 104.8 103.2 110.3 97.7 101.5 100.7 93.3 99.9 103.2 102.3

 8月 102.8 105.9 103.2 111.0 98.3 100.9 100.8 93.5 99.9 104.8 102.7

 9月 103.3 107.4 103.5 112.1 99.6 103.6 100.9 93.1 99.9 103.9 102.8

10月 103.8 108.2 103.5 113.4 100.8 104.6 101.5 93.3 99.9 103.5 102.9

11月 104.0 108.4 103.5 114.7 103.7 107.0 101.2 93.3 99.9 101.9 103.1

12月 103.8 107.5 103.5 116.3 104.0 106.1 101.1 93.2 99.9 102.2 103.1

 1月 0.0 0.5 0.3 0.8 △ 0.7 △ 3.4 0.1 △ 0.4 0.0 △ 0.4 △ 0.5

 2月 0.2 0.1 △ 0.1 1.5 △ 1.1 0.9 △ 0.1 0.1 0.0 0.5 0.1

 3月 0.5 0.8 0.0 1.3 1.0 0.6 △ 0.4 0.7 0.1 0.6 0.7

 4月 0.5 0.6 0.4 0.7 0.8 3.3 △ 0.9 △ 0.1 0.4 0.9 △ 0.4

 5月 0.4 1.0 0.0 0.5 0.3 0.1 1.6 0.0 0.0 0.2 △ 0.2

 6月 0.0 0.2 0.1 0.4 1.1 △ 1.4 0.0 0.0 0.0 △ 1.3 0.4

 7月 0.4 0.6 0.0 0.7 △ 2.4 △ 1.2 △ 0.5 1.6 0.0 1.0 0.2

 8月 0.6 1.1 0.0 0.7 0.7 △ 0.7 0.1 0.3 0.0 1.6 0.4

 9月 0.5 1.3 0.4 1.0 1.2 2.7 0.1 △ 0.5 0.0 △ 0.9 0.1

10月 0.4 0.8 △ 0.1 1.1 1.3 0.9 0.6 0.2 0.0 △ 0.3 0.1

11月 0.2 0.2 0.0 1.1 2.8 2.4 △ 0.3 0.0 0.0 △ 1.6 0.1

12月 △ 0.1 △ 0.9 0.0 1.4 0.3 △ 0.9 △ 0.1 △ 0.1 0.0 0.3 0.0

 1月 0.3 1.8 2.1 7.5 △ 2.9 1.0 0.5 △ 8.5 0.1 0.7 0.7

 2月 0.5 2.0 2.3 9.0 △ 3.9 2.3 0.3 △ 8.6 0.1 1.2 0.6

 3月 1.0 2.9 2.3 9.8 △ 2.2 1.3 △ 0.3 △ 7.8 0.2 1.2 1.7

 4月 2.3 3.4 2.7 9.8 △ 1.1 2.0 △ 1.5 △ 1.0 0.4 2.1 1.0

 5月 2.4 4.1 2.6 8.9 △ 0.5 1.3 0.2 △ 1.5 0.5 2.2 0.5

 6月 2.3 3.6 2.8 9.0 △ 0.1 0.5 0.3 △ 1.5 0.5 1.7 1.0

 7月 2.9 4.9 2.7 9.5 △ 2.4 3.1 0.0 △ 0.3 0.5 1.6 1.4

 8月 3.1 5.6 1.4 10.1 △ 0.8 4.1 △ 0.7 0.8 0.5 2.0 1.6

 9月 3.0 4.6 2.0 10.5 2.0 0.6 △ 0.5 0.6 0.5 2.3 1.5

10月 3.7 6.7 1.5 10.9 2.9 1.4 0.5 2.3 0.5 1.5 0.9

11月 4.1 7.9 1.6 11.2 5.8 3.0 0.2 2.0 0.5 0.4 1.2

12月 3.7 6.6 1.2 11.9 5.3 3.2 0.1 1.9 0.5 0.5 1.1

 1月 0.51 0.46 0.57 △ 0.12 0.03 0.02 △ 1.24 0.00 0.07 0.04

 2月 0.53 0.52 0.68 △ 0.15 0.08 0.01 △ 1.26 0.00 0.10 0.04

 3月 0.77 0.52 0.74 △ 0.09 0.04 △ 0.01 △ 1.14 0.00 0.10 0.10

 4月 0.89 0.64 0.76 △ 0.04 0.07 △ 0.07 △ 0.13 0.01 0.18 0.07

 5月 1.10 0.60 0.69 △ 0.02 0.04 0.01 △ 0.21 0.01 0.19 0.02

 6月 0.96 0.64 0.69 0.00 0.02 0.02 △ 0.21 0.01 0.14 0.07

 7月 1.31 0.62 0.74 △ 0.09 0.10 0.00 △ 0.04 0.01 0.14 0.09

 8月 1.47 0.34 0.78 △ 0.03 0.14 △ 0.03 0.10 0.01 0.17 0.10

 9月 1.27 0.45 0.81 0.08 0.02 △ 0.02 0.09 0.01 0.20 0.09

10月 1.81 0.34 0.85 0.11 0.05 0.02 0.31 0.01 0.13 0.06

11月 2.13 0.36 0.89 0.22 0.11 0.01 0.26 0.01 0.03 0.08

12月 1.78 0.27 0.94 0.20 0.11 0.00 0.23 0.01 0.04 0.07

※この寄与度は、総合指数前年同月比に対する寄与度である。
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（３）10 大費目指数の動き

10 大費目指数の動きを前年比でみると、８費目が上昇し、２費目が下落しました。

食料は外食の値上がりにより 4.5％、

住居は家賃の値上がりにより 2.1％、

光熱・水道は電気代の値上がりにより 9.9％、

家具・家事用品は家事用消耗品の値上がりにより 0.1％、

被服及び履物は衣料の値上がりにより 2.0％、

教育は補習教育の値上がりにより 0.4％、

教養娯楽は教養娯楽用品の値上がりにより 1.4％、

諸雑費は理美容用品の値上がりにより 1.1％、それぞれ上昇しています。

一方、保健医療は保健医療サービスの値下がりにより 0.1％、

交通・通信は通信の値下がりにより 1.9％、それぞれ下落しています。

また、寄与度（注※）に注目してみると、

最も上昇に対する寄与度が高かったのは食料の 1.23、

下落に対する寄与度が高かったのは交通・通信の△0.26 でした。

（図３・４、表３・４）

注）寄与度とは、総合指数の上昇・下落に対して、各項目がどれだけ影響したかを表す

数字です。
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図２ 令和４年月別の総合指数と対前年同月比の推移（令和２年＝１００）
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図３ 10大費目指数対前年比上昇率（変化率）
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図４ 総合指数対前年比上昇率（変化率）に対する10大費目別寄与度

R４対前年比上昇率 Ｒ４上昇率に対する寄与度



令和２年（2020年）＝１００

総合 食料 住居
光熱・
水道

家具・
家事用品

被服及び
履物

保健医療
交通・
通信

教育 教養娯楽 諸雑費

10000 2664 2275 766 386 340 478 1463 168 841 617

H15 2003 94.4 87.1 91.3 87.5 121.9 90.7 99.7 98.7 119.5 116.2 89.2

H16 2004 94.9 88.4 92.9 87.5 116.3 90.9 100.5 98.7 119.9 114.5 89.9

H17 2005 94.1 87.5 91.7 87.0 114.4 90.1 99.7 98.6 120.5 112.8 90.7

H18 2006 93.9 88.1 90.3 88.3 113.6 91.0 99.3 98.3 120.9 109.7 91.6

H19 2007 93.9 88.4 90.1 88.6 112.6 92.8 98.9 98.5 121.3 106.6 91.7

H20 2008 95.0 91.1 89.9 91.7 110.9 94.0 97.8 100.6 121.7 105.6 91.1

H21 2009 94.0 91.3 90.0 90.1 106.3 94.1 96.7 97.0 122.1 102.1 90.2

H22 2010 93.4 91.0 90.4 89.0 102.6 92.6 96.0 97.8 108.0 99.8 91.8

H23 2011 92.9 90.2 90.5 90.2 98.5 91.7 95.2 98.7 105.9 95.2 94.9

H24 2012 92.9 90.0 90.8 92.6 95.5 91.4 93.9 99.1 106.1 94.7 94.8

H25 2013 93.1 90.0 90.7 95.7 91.2 90.8 93.5 100.3 107.4 93.1 95.7

H26 2014 95.4 92.8 90.7 100.7 93.6 93.7 94.4 102.5 108.8 96.4 98.8

H27 2015 96.4 95.4 91.3 99.4 98.2 95.2 95.1 100.9 109.7 98.4 99.9

H28 2016 96.6 97.0 92.2 94.4 98.9 95.1 95.7 98.9 111.3 99.5 100.5

H29 2017 97.0 97.4 92.6 96.1 98.5 95.4 96.6 98.7 111.9 100.0 100.8

H30 2018 98.8 98.9 95.4 99.0 97.1 98.4 98.5 100.3 112.1 100.7 101.2

R1 2019 99.5 98.7 98.0 100.8 98.6 98.1 99.4 100.0 109.7 101.6 102.2

R2 2020 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

R3 2021 99.8 100.3 101.0 100.4 99.5 100.9 101.0 94.3 99.4 101.4 101.2

R4 2022 102.2 104.9 103.1 110.3 99.6 102.9 100.9 92.5 99.8 102.8 102.3

H15 2003 △ 0.5 △ 0.9 0.5 △ 0.8 △ 5.3 △ 0.8 2.6 0.0 0.4 △ 2.0 1.2

H16 2004 0.5 1.4 1.8 0.1 △ 4.7 0.3 0.8 0.0 0.3 △ 1.4 0.9

H17 2005 △ 0.8 △ 1.0 △ 1.3 △ 0.6 △ 1.6 △ 0.9 △ 0.8 △ 0.1 0.5 △ 1.5 0.9

H18 2006 △ 0.2 0.7 △ 1.5 1.5 △ 0.7 1.0 △ 0.4 △ 0.3 0.4 △ 2.8 1.0

H19 2007 △ 0.1 0.3 △ 0.2 0.3 △ 0.8 2.0 △ 0.4 0.2 0.3 △ 2.8 0.1

H20 2008 1.2 3.1 △ 0.3 3.5 △ 1.5 1.3 △ 1.1 2.2 0.3 △ 1.0 △ 0.7

H21 2009 △ 1.0 0.3 0.2 △ 1.7 △ 4.1 0.1 △ 1.1 △ 3.6 0.4 △ 3.3 △ 1.0

H22 2010 △ 0.7 △ 0.4 0.4 △ 1.3 △ 3.5 △ 1.5 △ 0.7 0.8 △ 11.5 △ 2.3 1.8

H23 2011 △ 0.5 △ 0.9 0.1 1.3 △ 3.9 △ 1.0 △ 0.9 1.0 △ 2.0 △ 4.5 3.4

H24 2012 0.0 △ 0.2 0.3 2.7 △ 3.0 △ 0.3 △ 1.4 0.3 0.2 △ 0.6 △ 0.2

H25 2013 0.2 0.0 △ 0.1 3.4 △ 4.6 △ 0.7 △ 0.4 1.3 1.2 △ 1.8 1.0

H26 2014 2.5 3.1 0.1 5.2 2.6 3.2 1.0 2.2 1.3 3.6 3.2

H27 2015 1.1 2.8 0.7 △ 1.3 5.0 1.7 0.7 △ 1.6 0.8 2.1 1.1

H28 2016 0.2 1.6 0.9 △ 5.0 0.7 △ 0.2 0.7 △ 2.0 1.4 1.0 0.6

H29 2017 0.5 0.4 0.5 1.9 △ 0.4 0.3 0.9 △ 0.2 0.6 0.5 0.3

H30 2018 1.8 1.6 3.0 3.0 △ 1.5 3.2 2.0 1.6 0.1 0.7 0.5

R1 2019 0.8 △ 0.2 2.7 1.8 1.5 △ 0.3 0.9 △ 0.3 △ 2.1 0.9 0.9

R2 2020 0.5 1.3 2.1 △ 0.8 1.5 1.9 0.6 0.0 △ 8.8 △ 1.6 △ 2.1

R3 2021 △ 0.2 0.3 1.0 0.4 △ 0.5 0.9 1.0 △ 5.7 △ 0.6 1.4 1.2

R4 2022 2.5 4.5 2.1 9.9 0.1 2.0 △ 0.1 △ 1.9 0.4 1.4 1.1

R2 2020 0.35 0.46 △ 0.06 0.05 0.06 0.03 0.00 △ 0.16 △ 0.14 △ 0.14

R3 2021 0.08 0.23 0.03 △ 0.02 0.03 0.05 △ 0.83 △ 0.01 0.12 0.07

R4 2022 1.23 0.48 0.76 0.00 0.07 0.00 △ 0.26 0.01 0.12 0.07

※この寄与度は、総合指数前年比に対する寄与度である。

表３      10大費目指数－年平均
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（４）費目別指数の動き

注）図５～１４について、棒グラフの一番左は各 10 大費目の全体を示し、

   その右側が内訳になります。

   （）で表記した項目は左隣の項目の内数です。

① 食料

食料は 104.9 となり、前年に比べ 4.5％の上昇でした。

内訳をみると、

穀類は 5.4％、魚介類は 7.9％、肉類は 1.8％、乳卵類は 4.5％、野菜・海藻は 4.2

％、果物は 7.2％、油脂・調味料は 7.5％、菓子類は 5.9％、調理食品は 4.3％、飲料

は 0.6％、酒類は 1.5％、外食は 4.3％、全ての品目で上昇しました。

生鮮食品についてみると、生鮮魚介は 12.3％、生鮮野菜は 6.4％、生鮮果物は 8.0

％、それぞれ上昇しました。

   （図５、表４）
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図５ 食料の中分類指数及び上昇率（変化率）
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② 住居

住居は 103.1 となり、前年に比べ 2.1％上昇しました。

内訳をみると、家賃は 1.5％、設備修繕・維持は 3.9％の上昇でした。

（図６、表４）

③ 光熱・水道

光熱・水道は 110.3 となり、前年に比べ 9.9％上昇しました。

内訳をみると、電気代は 12.9％、ガス代は 16.0％、他の光熱は 14.3％、それぞれ

上昇しました。一方、上下水道料は昨年と同水準でした。      （図７、表４）
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図６ 住居の中分類指数及び上昇率（変化率）
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図７ 光熱・水道の中分類指数及び上昇率（変化率）
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④ 家具・家事用品

家具・家事用品は 99.6 となり、前年に比べ 0.1％上昇しました。

内訳をみると、寝具類は 3.5％、家事雑貨は 0.4％、家事用消耗品は 2.7％、家事サ

ービスは 1.0％、それぞれ上昇しました。一方、家庭用耐久財は 1.6％、室内装備品は

5.7％、それぞれ下落しました。              （図８、表４）

⑤ 被服及び履物

被服及び履物は 102.9 となり、前年に比べ 2.0％上昇しました。

内訳をみると、衣料は 1.8％、シャツ・セーター・下着類は 2.2％、履物類は 4.4

％、被服関連サービスは 2.5％、それぞれ上昇しました。一方、他の被服は 2.2％下

落しました。                      （図９、表４）
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図８ 家具・家事用品の中分類指数及び上昇率（変化率）
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⑥ 保健医療

保健医療は 100.9 となり、前年に比べ 0.1％下落しました。

内訳をみると、医薬品・健康保持用摂取品は 2.4％上昇しました。一方、保健医療

用品・器具は 1.2％、保健医療サービスは 1.1％、それぞれ下落しました。

（図１０、表４）

⑦ 交通・通信

交通・通信は 92.5 となり、前年に比べ 1.9％下落しました。

内訳をみると、交通は 0.8％、自動車等関係費は 1.7％、それぞれ上昇しました。一

方、通信は 12.4％下落しました。              （図１１、表４）
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⑧ 教育

教育は 99.8 となり、前年に比べ 0.4％上昇しました。

内訳をみると、授業料等は 0.2％、教科書・学習参考教材は 3.1％、補習教育は 0.7

％、全ての品目で上昇しました。                （図１２、表４）

⑨ 教養娯楽

教養娯楽は 102.8 となり、前年に比べ 1.4％上昇しました。

内訳をみると、教養娯楽用耐久財は 3.9％、教養娯楽用品は 3.1％、書籍・他の印刷

物は 1.1％、教養娯楽サービスは 0.4％、全ての品目で上昇しました。（図１３、表４）
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⑩ 諸雑費

諸雑費は 102.3 となり、前年に比べ 1.1％上昇しました。

内訳をみると、理美容用品は 1.3％、身の回り用品は 3.0％、たばこは 4.8％、他の

諸雑費は 0.4％、それぞれ上昇しました。一方、理美容サービスは昨年と同水準でし

た。                           （図１４、表４）
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令和２年（2020年）＝１００

ウエイト

寄与度

総合 10000 102.2 99.8 100 2.5 △ 0.2 0.5

食料 2664 104.9 100.3 100 4.5 1.23 0.3 1.3

穀類 236 106.4 100.9 100 5.4 0.13 0.9 0.5

魚介類 225 110.0 102.0 100 7.9 0.18 2.0 △ 1.1

生鮮魚介 124 115.0 102.4 100 12.3 0.16 2.4 △ 2.4

肉類 264 99.3 97.5 100 1.8 0.05 △ 2.5 1.6

乳卵類 119 101.9 97.5 100 4.5 0.05 △ 2.5 △ 0.3

野菜・海藻 291 104.6 100.4 100 4.2 0.12 0.4 3.8

生鮮野菜 191 107.2 100.8 100 6.4 0.12 0.8 6.4

果物 106 108.6 101.2 100 7.2 0.08 1.2 9.2

生鮮果物 96 109.7 101.6 100 8.0 0.08 1.6 9.9

油脂・調味料 126 109.8 102.2 100 7.5 0.10 2.2 △ 0.7

菓子類 227 105.7 99.9 100 5.9 0.13 △ 0.1 0.6

調理食品 355 105.6 101.3 100 4.3 0.15 1.3 1.2

飲料 161 101.7 101.1 100 0.6 0.01 1.1 △ 1.6

酒類 114 101.0 99.4 100 1.5 0.02 △ 0.6 △ 0.7

外食 441 104.5 100.1 100 4.3 0.19 0.1 2.5

住居 2275 103.1 101.0 100 2.1 0.48 1.0 2.1

家賃 1746 102.2 100.6 100 1.5 0.28 0.6 1.1

設備修繕・維持 530 106.3 102.3 100 3.9 0.21 2.3 10.8

光熱・水道 766 110.3 100.4 100 9.9 0.76 0.4 △ 0.8

電気代 341 113.8 100.8 100 12.9 0.44 0.8 △ 1.6

ガス代 181 115.2 99.3 100 16.0 0.29 △ 0.7 △ 1.8

他の光熱 17 124.8 109.2 100 14.3 0.03 9.2 △ 5.8

上下水道料 227 100.0 100.0 100 0.0 0.00 0.0 1.5

家具・家事用品 386 99.6 99.5 100 0.1 0.00 △ 0.5 1.5

家庭用耐久財 146 97.5 99.1 100 △ 1.6 △ 0.02 △ 0.9 7.3

室内装備品 20 96.5 102.3 100 △ 5.7 △ 0.01 2.3 3.7

寝具類 22 94.5 91.3 100 3.5 0.01 △ 8.7 △ 9.3

家事雑貨 77 97.2 96.8 100 0.4 0.00 △ 3.2 △ 3.9

家事用消耗品 103 105.8 103.0 100 2.7 0.03 3.0 2.1

家事サービス 20 101.1 100.0 100 1.0 0.00 0.0 2.6

被服及び履物 340 102.9 100.9 100 2.0 0.07 0.9 1.9

衣料 140 105.7 103.8 100 1.8 0.03 3.8 6.6

和服 2 100.0 100.0 100 0.0 0.00 0.0 1.4

洋服 139 105.8 103.9 100 1.9 0.03 3.9 6.6

シャツ・セーター・下着類 106 100.3 98.1 100 2.2 0.02 △ 1.9 △ 3.8

シャツ・セーター類 74 104.1 99.3 100 4.9 0.04 △ 0.7 △ 7.6

下着類 32 91.3 95.2 100 △ 4.1 △ 0.01 △ 4.8 4.3

履物類 45 104.7 100.3 100 4.4 0.02 0.3 △ 1.7

他の被服 29 96.7 98.9 100 △ 2.2 △ 0.01 △ 1.1 △ 0.7

被服関連サービス 19 102.5 100.0 100 2.5 0.00 0.0 2.8

表４　　　中分類指数（長崎市）

前年比（％）

R２R３
中分類

年平均

R２R３R４ R４



令和２年（2020年）＝１００

ウエイト

寄与度

保健医療 478 100.9 101.0 100 △ 0.1 △ 0.00 1.0 0.6

医薬品・健康保持用摂取品 139 105.0 102.6 100 2.4 0.03 2.6 0.8

保健医療用品・器具 77 101.7 102.9 100 △ 1.2 △ 0.01 2.9 2.4

保健医療サービス 262 98.5 99.5 100 △ 1.1 △ 0.03 △ 0.5 0.0

交通・通信 1463 92.5 94.3 100 △ 1.9 △ 0.26 △ 5.7 0.0

交通 172 101.5 100.7 100 0.8 0.01 0.7 3.7

自動車等関係費 858 102.4 100.7 100 1.7 0.15 0.7 △ 1.6

通信 433 69.2 79.0 100 △ 12.4 △ 0.43 △ 21.0 0.3

教育 168 99.8 99.4 100 0.4 0.01 △ 0.6 △ 8.8

授業料等 119 99.1 98.9 100 0.2 0.00 △ 1.1 △ 13.9

教科書・学習参考教材 5 103.2 100.1 100 3.1 0.00 0.1 1.2

補習教育 45 101.4 100.7 100 0.7 0.00 0.7 0.5

教養娯楽 841 102.8 101.4 100 1.4 0.12 1.4 △ 1.6

教養娯楽用耐久財 88 102.7 98.8 100 3.9 0.03 △ 1.2 2.1

教養娯楽用品 186 103.3 100.2 100 3.1 0.06 0.2 2.2

書籍・他の印刷物 106 102.2 101.0 100 1.1 0.01 1.0 0.8

教養娯楽サービス 461 102.8 102.4 100 0.4 0.02 2.4 △ 3.7

諸雑費 617 102.3 101.2 100 1.1 0.07 1.2 △ 2.1

理美容サービス 110 99.7 99.7 100 0.0 0.00 △ 0.3 3.7

理美容用品 162 101.0 99.7 100 1.3 0.02 △ 0.3 0.6

身の回り用品 63 103.1 100.1 100 3.0 0.02 0.1 3.1

たばこ 39 113.6 108.5 100 4.8 0.02 8.5 3.7

他の諸雑費 244 102.4 102.0 100 0.4 0.01 2.0 △ 8.5

《別掲》

生鮮食品 411 110.1 101.4 100 8.6 0.36 1.4 3.9

生鮮魚介（再掲） 124 115.0 102.4 100 12.3 0.16 2.4 △ 2.4

生鮮野菜（再掲） 191 107.2 100.8 100 6.4 0.12 0.8 6.4

生鮮果物（再掲） 96 109.7 101.6 100 8.0 0.08 1.6 9.9

生鮮食品を除く総合 9589 101.9 99.7 100 2.2 2.11 △ 0.3 0.3

生鮮食品を除く食料 2253 103.9 100.1 100 3.8 0.86 0.1 0.8

持家の帰属家賃を除く総合 8540 102.2 99.6 100 2.6 2.22 △ 0.4 0.3

持家の帰属家賃を除く住居 815 104.4 101.6 100 2.7 0.23 1.6 4.3

持家の帰属家賃を除く家賃 285 100.9 100.3 100 0.6 0.02 0.3 0.4

8128 101.8 99.5 100 2.3 1.87 △ 0.5 0.1

723 116.7 103.2 100 13.1 0.98 3.2 △ 2.8

8866 100.6 99.4 100 1.3 1.07 △ 0.6 0.6

6727 99.6 99.1 100 0.4 0.34 △ 0.9 0.4

教育関係費 214 100.1 99.8 100 0.3 0.01 △ 0.2 △ 4.4

教養娯楽関係費 907 102.8 101.2 100 1.6 0.15 1.2 △ 1.4

情報通信関係費 517 73.6 83.1 100 △ 11.5 △ 0.49 △ 16.9 0.6

表４　　　中分類指数（長崎市）

持家の帰属家賃及び生鮮食品を除く総合

生鮮食品及びエネルギーを除く総合

食料（酒類を除く）及びエネルギーを除く総合

エネルギー

前年比（％）

R２R３
中分類

年平均

R２R３R４ R４



令和２年（2020年）＝１００

ウエイト

寄与度

総合 10000 102.3 99.8 100 2.5 △ 0.2 0.0

食料 2626 104.5 100.0 100 4.5 1.18 0.0 1.4

穀類 214 103.7 98.8 100 5.0 0.11 △ 1.2 0.1

魚介類 199 112.1 101.1 100 10.9 0.22 1.1 △ 0.4

生鮮魚介 112 115.6 101.6 100 13.8 0.16 1.6 △ 1.0

肉類 249 104.8 100.9 100 3.9 0.10 0.9 1.0

乳卵類 126 102.2 99.9 100 2.2 0.03 △ 0.1 0.3

野菜・海藻 285 102.3 98.3 100 4.1 0.11 △ 1.7 3.5

生鮮野菜 188 102.3 97.2 100 5.2 0.10 △ 2.8 4.7

果物 105 104.2 98.3 100 6.0 0.06 △ 1.7 6.0

生鮮果物 96 105.1 98.6 100 6.6 0.06 △ 1.4 6.4

油脂・調味料 121 106.9 100.2 100 6.7 0.08 0.2 △ 0.6

菓子類 236 105.4 101.0 100 4.4 0.10 1.0 2.1

調理食品 352 104.8 100.3 100 4.5 0.16 0.3 0.7

飲料 163 103.0 100.3 100 2.7 0.04 0.3 △ 0.5

酒類 119 100.9 99.8 100 1.2 0.01 △ 0.2 0.7

外食 460 103.4 100.3 100 3.1 0.14 0.3 2.1

住居 2149 101.3 100.6 100 0.6 0.15 0.6 0.6

家賃 1833 100.1 100.1 100 0.0 0.00 0.1 0.1

設備修繕・維持 316 107.7 103.7 100 3.9 0.13 3.7 3.4

光熱・水道 693 116.3 101.3 100 14.8 1.04 1.3 △ 2.4

電気代 341 120.1 100.1 100 20.0 0.68 0.1 △ 3.5

ガス代 151 117.9 99.4 100 18.6 0.28 △ 0.6 △ 1.7

他の光熱 38 137.5 114.4 100 20.2 0.09 14.4 △ 9.1

上下水道料 163 101.9 102.5 100 △ 0.6 △ 0.01 2.5 0.9

家具・家事用品 387 105.5 101.7 100 3.8 0.15 1.7 2.3

家庭用耐久財 132 108.0 102.1 100 5.7 0.08 2.1 1.6

室内装備品 21 103.7 100.5 100 3.2 0.01 0.5 3.0

寝具類 27 102.1 99.8 100 2.3 0.01 △ 0.2 2.3

家事雑貨 74 105.3 100.8 100 4.5 0.03 0.8 2.9

家事用消耗品 105 104.9 102.8 100 2.1 0.02 2.8 2.7

家事サービス 28 100.9 100.1 100 0.8 0.00 0.1 2.1

被服及び履物 353 102.0 100.4 100 1.6 0.06 0.4 1.1

衣料 152 103.2 101.3 100 1.9 0.03 1.3 1.1

和服 4 100.7 99.7 100 1.0 0.00 △ 0.3 1.6

洋服 147 103.3 101.4 100 1.9 0.03 1.4 1.1

シャツ・セーター・下着類 105 101.3 99.9 100 1.4 0.01 △ 0.1 0.7

シャツ・セーター類 71 101.2 99.9 100 1.3 0.01 △ 0.1 0.4

下着類 34 101.4 99.9 100 1.6 0.01 △ 0.1 1.2

履物類 48 100.2 99.1 100 1.1 0.01 △ 0.9 1.6

他の被服 29 99.9 99.4 100 0.6 0.00 △ 0.6 0.5

被服関連サービス 20 104.6 101.1 100 3.5 0.01 1.1 2.8

表５　　　中分類指数（全国）

年平均 前年比（％）

中分類
R４ R３ R２ R４ R３ R２



令和２年（2020年）＝１００

ウエイト

寄与度

保健医療 477 99.3 99.6 100 △ 0.3 △ 0.01 △ 0.4 0.3

医薬品・健康保持用摂取品 128 101.5 100.4 100 1.1 0.01 0.4 0.9

保健医療用品・器具 91 98.7 98.6 100 0.2 0.00 △ 1.4 0.8

保健医療サービス 259 98.4 99.5 100 △ 1.1 △ 0.03 △ 0.5 △ 0.1

交通・通信 1493 93.5 95.0 100 △ 1.5 △ 0.22 △ 5.0 △ 0.2

交通 167 100.9 100.4 100 0.5 0.01 0.4 1.9

自動車等関係費 885 104.7 102.2 100 2.5 0.22 2.2 △ 1.0

通信 441 68.3 78.4 100 △ 12.9 △ 0.45 △ 21.6 0.2

教育 304 100.9 100.0 100 0.9 0.03 0.0 △ 7.8

授業料等 213 99.9 99.3 100 0.6 0.01 △ 0.7 △ 12.4

教科書・学習参考教材 7 103.3 100.2 100 3.1 0.00 0.2 1.3

補習教育 84 103.2 101.8 100 1.4 0.01 1.8 1.7

教養娯楽 911 102.7 101.6 100 1.1 0.10 1.6 △ 0.6

教養娯楽用耐久財 77 102.4 98.4 100 4.1 0.03 △ 1.6 1.9

教養娯楽用品 206 100.6 99.1 100 1.5 0.03 △ 0.9 2.4

書籍・他の印刷物 110 104.0 102.3 100 1.6 0.02 2.3 1.7

教養娯楽サービス 518 103.4 103.0 100 0.4 0.02 3.0 △ 2.4

諸雑費 607 102.2 101.1 100 1.1 0.07 1.1 △ 2.0

理美容サービス 110 101.0 100.2 100 0.8 0.01 0.2 1.7

理美容用品 161 100.1 99.7 100 0.4 0.01 △ 0.3 1.2

身の回り用品 63 105.2 101.0 100 4.2 0.03 1.0 2.7

たばこ 39 113.6 108.5 100 4.8 0.02 8.5 3.7

他の諸雑費 233 101.6 101.4 100 0.2 0.00 1.4 △ 9.6

《別掲》

生鮮食品 396 106.7 98.8 100 8.1 0.31 △ 1.2 3.3

生鮮魚介（再掲） 112 115.6 101.6 100 13.8 0.16 1.6 △ 1.0

生鮮野菜（再掲） 188 102.3 97.2 100 5.2 0.10 △ 2.8 4.7

生鮮果物（再掲） 96 105.1 98.6 100 6.6 0.06 △ 1.4 6.4

生鮮食品を除く総合 9604 102.1 99.8 100 2.3 2.21 △ 0.2 △ 0.2

生鮮食品を除く食料 2230 104.1 100.2 100 3.8 0.87 0.2 1.0

持家の帰属家賃を除く総合 8420 102.7 99.7 100 3.0 2.53 △ 0.3 0.0

持家の帰属家賃を除く住居 570 104.3 102.0 100 2.2 0.13 2.0 1.8

持家の帰属家賃を除く家賃 254 100.0 99.9 100 0.0 0.00 △ 0.1 0.0

8024 102.5 99.7 100 2.7 2.25 △ 0.3 △ 0.2

712 121.7 103.9 100 17.1 1.27 3.9 △ 4.2

8892 100.5 99.5 100 1.1 0.89 △ 0.5 0.2

6781 99.4 99.2 100 0.1 0.14 △ 0.8 △ 0.1

教育関係費 378 101.0 100.1 100 0.9 0.03 0.1 △ 5.8

教養娯楽関係費 968 102.7 101.5 100 1.1 0.12 1.5 △ 0.6

情報通信関係費 500 71.4 81.8 100 △ 12.7 △ 0.52 △ 18.2 0.6

持家の帰属家賃及び生鮮食品を除く総合

エネルギー

生鮮食品及びエネルギーを除く総合

食料（酒類を除く）及びエネルギーを除く総合

表５　　　中分類指数（全国）

年平均 前年比（％）

中分類
R４ R３ R２ R４ R３ R２



日々の生活の中で、さまざまな商品が値上がりしていることを実感する人も多いのではな
いでしょうか。最近では価格が据置きでも内容量を減らす、「実質値上げ」の商品も増え
ています。

今月号の特集では「令和４年平均消費者物価指数（長崎市）の動向」を取り上げましたが
平成26年以来の大幅な上昇という結果でした。（詳細は特集記事を参照）
上昇の主な要因として「食料」が挙げられていますが、実際に私たちの周りで、どれぐら
いの食品が値上がりしているのでしょうか。

（出典：帝国データバンク「食品主要195社」価格改定動向調査）

帝国データバンクによると、2023年の食品値上げが3万品目を超え、バブル崩壊以降で
類を見ない、記録的な値上げラッシュとなった昨年（2万5,768品目）を上回り過去最大
級の値上げラッシュになっているとのことです。

原因は、特集にもあったとおり、ウクライナ情勢などによる原油価格の上昇や、円安など
の影響です。
値上げの波はいつ収まるのでしょうか…。

コラム

2023年の食品値上げ（7月12日10時）
品目数/月別

実施ベースでの値上げ品目数動向

家計を直撃する”過去最大級”の値上げラッシュ
ウクライナ侵攻、円安

”過去最大級”の値上げラッシュ


